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今週のキーワード

AI創薬とDDS
開発加速と市場拡大の潮流

16
件

記事数

6
カ国

対象国

1320
億ドル

GLP-1市場

290+
件

ADC開発中

今週の全16記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AI創薬の機会と課題 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AIが創薬プロセスを効率化する一方、データ品質や規
制・倫理的課題が残る。

#02 韓国、AIとNHP統合 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
韓国がAIと非ヒト霊長類試験を統合し、創薬を予測モ
デルへ転換する戦略を推進。

#03 第一三共ADC承認申請 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
第一三共の抗B7-H3 ADCが進行性小細胞肺がん向け
に米国FDA承認申請受理。

#04
GlycoNex
ADC日本治験

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
台湾GlycoNexのADC新薬GNX1021が、日本で進行性
消化器がん向けフェーズ1臨床試験を開始。

#05
Samsung Bioepis
ADC

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Samsung BioepisがNectin-4標的の新規ADC候補薬S
BE303でグローバル臨床試験を開始。

#06
Syngen Biotech
AI提携

企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
台湾Syngen Biotechが国際投資家とAI創薬で戦略的
提携、免疫療法を推進。

#07
ノボ
ノルディスクOpenAI

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ノボ ノルディスクとOpenAIが創薬から製造まで全社
DXを統合する包括的提携を発表。

#08
日本研究mRNA多剤耐
性菌

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●
日本の研究者がmRNA-LNPで多剤耐性菌への抗体産生
に成功、新たな感染症治療の可能性。

#09
FDA、GLP-1経口薬承
認

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
FDAが食事制限なしで服用可能なGLP-1経口薬Found
ayoを承認、肥満症治療に革新。

#10
OpenAI「GPT-Rosali
nd」

新技術
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
OpenAIが創薬加速のための新AIモデル「GPT-Rosali
nd」を発表、大手テックの競争激化。

#11
AWS AI創薬プラット
フォーム

新技術
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AWSがAI創薬プラットフォーム「Amazon Bio
Discovery」を発表、計算とウェットラボを統合。

#12 AIタンパク質柔軟性 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
AIがタンパク質の動的な柔軟性をモデル化し、薬物設
計を加速する新プラットフォーム開発。

#13 AI自律型ラボLNP発見 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
AI自律型ラボ「LUMI-lab」がmRNA送達を向上させ
る新規脂質材料を自律的に発見。

#14 GLP-1市場を牽引 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
GLP-1受容体作動薬が肥満症・糖尿病治療市場を牽引
、2025年に1320億ドル規模に。

#15
ADC市場レポート202
6

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
ADC市場が革新と競争で活況、180社以上が290以上
の薬剤を開発中。

#16
FDA、FSGS治療薬承
認

新製品
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
FDAが希少腎疾患FSGS治療薬Sparsentanを承認、デ
ュアル作用機序のファーストインクラス。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI創薬の波に乗り遅れていないか？
OpenAIやAWSといった大手テック企業がAI創薬プラットフォームを相次いで発表し、ノボ ノルディスクのような大手製
薬も全社DXを推進しています。自社のR&D;部門は、このAIによる開発効率化の潮流をどの程度取り込めているでしょう
か？

❷ DDS技術の進化は、自社の材料開発にどう影響するか？
mRNA医薬品のLNP材料においてAIが新規構造を発見したり、GLP-1経口薬の利便性が向上したりと、DDS技術が急速に
進化しています。日本の材料・素材メーカーとして、これらのDDSを支える高機能材料の開発ロードマップは十分でしょ
うか？

❸ GLP-1/ADC市場の急拡大は、サプライチェーンに何をもたらすか？
GLP-1市場は2025年に1320億ドル、ADC市場は290以上の薬剤が開発中と、両市場が爆発的に成長しています。この需
要増に対し、日本の材料・部品メーカーは供給能力を確保できるか、また調達部門は安定供給のリスクを評価できている
でしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

第一三共ADC GLP-1市場

mRNA DDS AI創薬

ADC市場

動物実験代替希少疾患薬

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 第一三共ADC 機会大 日本発ADCの市場拡大 競合の追随

● GLP-1市場 注意 関連材料・DDS需要増 供給網の確保と競争

● mRNA DDS 機会大 新規LNP材料開発 技術キャッチアップ

● AI創薬 注意 開発効率化・新薬創出 AI技術導入の遅れ

● ADC市場 注意 ADC関連材料需要 競争激化・技術進化

● 動物実験代替 脅威大 倫理的開発推進 規制対応の遅れ

● 希少疾患薬 参考 ニッチ市場開拓 —
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深掘り ① ― 第一三共のADC、米国承認申請受理
#03 | 2026/04/14 | 日刊薬業 | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

第一三共は、新規の抗B7-H3抗体薬物複合体（ADC）「イフィナタマブ デルクステカン（I-DXd/DS-7300）」につい
て、進行性小細胞肺がん（ES-SCLC）に対する米国FDAの承認申請が受理されたと発表しました。FDAは迅速審査を指
定し、PDUFAアクションデートは2026年10月10日。これは、アンメットメディカルニーズが高いES-SCLC患者に新
たな治療選択肢を提供する可能性を示唆しています。

このADCは、がん細胞表面に過剰発現するB7-H3を標的とし、第2相IDeate-Lung01試験および第1/2相IDeate-PanT
umor01試験の結果に基づいています。2025年8月には画期的な治療薬指定も受けており、ADC技術が多様ながん種、
特に治療困難ながん種においてその有効性を拡大していることを示しています。

▶ 技術者の視点

第一三共のADCは、日本発の革新的なDDS技術がグローバル市場で評価されている好例です。B7-H3と
いう新たな標的の成功は、今後のADC開発における標的探索の多様化を加速させるでしょう。提示され
た臨床試験データはFDAの迅速審査につながっており、その有効性と安全性には一定の妥当性があると
考えられます。しかし、ADCはリンカーの安定性やペイロードの細胞内放出効率など、DDSとしての最
適化が常に課題です。特に、ES-SCLCのような難治性がんでは、腫瘍微小環境での薬剤送達効率が鍵と
なります。日本企業にとっては、ADCの構成要素である抗体、リンカー、ペイロードの各材料技術にお
いて、さらなる高機能化と安定供給体制の構築が【機会】となります。一方で、グローバルでのADC開
発競争は激化しており、他社の追随や新たなDDS技術の登場が【脅威】となり得ます。国内の材料メー
カーは、次世代ADCに求められるDDS材料のニーズを早期に捉え、共同開発を加速すべきです。

深掘り ② ― FDA、GLP-1経口薬「Foundayo」承認
#09 | 2026/04/01 | Drugs.com | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

FDAは、肥満症治療薬として「Foundayo（オアフォルグリプロン）錠」を承認しました。これは、食事や水分の制限
なくいつでも服用できる唯一のGLP-1経口薬であり、患者の利便性を大幅に向上させることが期待されます。既存のGL
P-1経口薬には服用制約があるものが多く、Foundayoの登場は服薬アドヒアンスの改善に大きく貢献するでしょう。

2026年には他にも、プラチナ製剤抵抗性卵巣がん治療薬「Lifyorli」や、原発性胆汁性胆管炎による掻痒症治療薬「Lyn
avoy」も承認されており、多様な疾患に対する革新的な治療選択肢が継続的に登場しています。特にGLP-1市場は急成
長しており、経口薬の利便性向上は市場拡大をさらに加速させると見られています。

▶ 技術者の視点

GLP-1経口薬の利便性向上は、DDS技術の大きな進歩を示しています。特に「食事や水分の制限なくい
つでも服用可能」という点は、従来のペプチド系薬剤の経口吸収における課題を克服した画期的な成果
です。この背景には、消化管での安定性確保、吸収促進、徐放性制御といったDDS材料技術の進化があ
ると考えられます。この承認は、GLP-1市場のさらなる拡大を確実にするものであり、関連するDDS材
料（高分子、賦形剤、コーティング剤など）の需要が爆発的に増加する【機会】となります。日本の材
料メーカーは、このトレンドを捉え、高機能なDDS材料の開発と供給体制強化を急ぐべきです。一方で
、経口製剤の製造プロセスは注射剤とは異なり、安定した品質と大量生産技術が求められるため、製造
技術のキャッチアップが【脅威】となる可能性もあります。今後、類似の経口DDS技術が他のペプチド
薬やバイオ医薬品にも応用されるか注目されます。
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深掘り ③ ― AI自律型ラボがmRNA送達LNPの新ルール発見
#13 | 2026/04/08 | Lab on a Chip | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

カナダのトロント大学が開発したAI自律型研究室「LUMI-lab」が、ヒト細胞へのmRNA送達を向上させる新しいクラ
スの脂質材料を自律的に発見しました。LUMI-labは1,700以上の脂質ナノ粒子（LNP）製剤を10回の実験サイクルでス
クリーニングし、臭素化脂質テールが送達増強に重要な新規構造であることを特定しました。

この発見された脂質は、化学ライブラリのわずか8%に過ぎなかったにもかかわらず、最高の性能を示した候補の半分
以上を占め、ModernaのCOVID-19ワクチンに使用されたSM-102に匹敵、またはそれを上回る性能を持つLNPを特定
しました。これは、AIとロボティクスを融合した自律型ラボが、従来の人間主導の研究では見逃されがちな新たな科学
的知見を、圧倒的なスピードで発見できる可能性を示しています。

▶ 技術者の視点

AI自律型ラボによる新規LNP材料の発見は、DDS、特にmRNA医薬品のDDS開発における学術的ブレー
クスルーと言えます。臭素化脂質テールという、人間の直感では見つけにくい構造的特徴をAIが特定し
たことは、AIが材料設計の「新ルール」を発見する能力を持つことを示唆しています。この技術は、LN
Pの多様性不足というmRNA療法の課題を解決し、がん治療や遺伝子疾患など幅広い応用を可能にする
【機会】を創出します。日本の材料メーカーにとっては、AIを活用したDDS材料の探索・設計技術への
投資が急務です。LNPの組成設計は、脂質の化学構造、混合比、ナノ粒子の形成プロセスなど多岐にわ
たり、AIによる最適化は非常に有効です。しかし、この種の自律型ラボの構築には、高度なAI技術、ロ
ボティクス、データインフラが必要であり、導入の遅れはDDS材料開発競争における【脅威】となり得
ます。日本企業は、この技術を基礎研究段階から積極的に取り入れ、DDS材料のイノベーションを加速
させるべきです。

その他の注目記事
ノボ ノルディスクとOpenAI、創薬から製造・全社DXまでを統合する包括的提携を発表 (Innovatopia)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

大手製薬がAIをR&D;だけでなく製造・販売まで全社的に統合する動きは、製薬業界のDXを加速させ、サプライチェー
ン全体に影響を与えるでしょう。

日本研究が示すmRNA技術の新たな可能性：多剤耐性菌への抗体産生 (BioXconomy)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●○○

日本の研究チームがmRNA-LNPで多剤耐性菌への抗体産生に成功。ワクチン以外のmRNA応用として、DDS材料の新
たな機能性開発に繋がる基礎研究です。

抗体薬物複合体（ADC）市場レポート2026：革新と競争の展望 (GlobeNewswire)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

ADC市場はペイロード、リンカー、標的抗原の革新により活況。日本の材料メーカーは、高機能リンカーや新規ペイロ
ードの供給で大きなビジネスチャンスがあります。

OpenAI、創薬加速のための新AIモデル「GPT-Rosalind」を発表 (Los Angeles Times)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

OpenAIの創薬特化AIモデル発表は、Google
AlphaFoldに続く大手テック企業の本格参入を示し、AI創薬競争の激化と開発効率化の可能性を強調しています。

FDA、限局性分節性糸球体硬化症（FSGS）治療薬「Sparsentan」を承認 (AJMC)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●○○○

希少腎疾患FSGSに対する初の承認薬は、デュアル作用機序を持つファーストインクラス。ニッチ市場でもアンメット
ニーズに応える新薬開発の重要性を示します。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】OpenAIやAWSのAI創薬プラットフォームに関する技術動向を調査し、自社R&D;への適用可能性を
検討する。

• 【経営企画】GLP-1およびADC市場の最新レポート（#14,
#15）を入手し、自社の事業戦略への影響を評価する。

• 【調達】主要DDS材料サプライヤーに対し、GLP-1経口薬やADC向け材料の供給能力と開発ロードマップにつ
いて情報交換を行う。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】AI創薬技術と自社DDS技術の連携可能性を検討するワーキンググループを発足させ、具体的なPoC（
概念実証）計画を策定する。

• 【経営企画】GLP-1、ADC関連のM&A;や戦略的提携候補企業をスクリーニングし、初期評価を開始する。

• 【R&D;】mRNA DDSのLNP材料に関する最新論文（#08,
#13）をレビューし、自社の材料開発における新規ターゲットやアプローチを検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AI創薬専門人材の育成・採用計画を策定し、社内研修プログラムや外部連携を強化する。

• 【経営企画】DDS技術を核とした新規事業戦略を立案し、他産業（例：農業、化粧品）への応用可能性も含め
て検討する。

• 【調達】GLP-1、ADCのサプライチェーン強靭化計画を策定し、複数のサプライヤー確保やリスク分散戦略を構
築する。

• 【R&D;】AI自律型ラボ技術（#13）の導入可能性を調査し、DDS材料探索の効率化に向けたロードマップを検
討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-21
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AIが加速する薬物開発：変革の機会と課題

概要

人工知能（AI）は、時間とコストのかかる従来の創薬プロセスを根本から変革してい
ます。AIは数百万の化合物スクリーニングを効率化し、結合能力や薬理活性を予測す

ることで、リード化合物の発見期間を大幅に短縮します。特に、生成AIモデルは、特
性が向上した新規化合物の設計を可能にし、創薬における新たな可能性を拓いていま
す。また、AIは患者データ分析に基づき、薬物応答予測や臨床試験デザインの最適化

にも貢献し、より精密な治療への道を拓きます。しかし、データ品質、AIの「ブラッ
クボックス」問題、規制・倫理的課題も存在し、これらへの対応が今後のAI創薬の発
展には不可欠です。

公開日 2026年04月15日  GeneOnline News  台湾



詳細

背景：創薬におけるAIの台頭

医薬品開発は、その膨大な時間、高コスト、低い成功率が長年の課題でした。しかし、
近年、人工知能（AI）技術の進化がこの状況を大きく変えようとしています。AIは、分
子レベルでの相互作用予測から臨床試験の最適化まで、創薬のあらゆる段階でその能力
を発揮し始めています。特に、データ駆動型のアプローチが主流となる現代において、
AIは複雑な生物学的データを解析し、人手では不可能な規模で新たな洞察を生み出す強
力なツールとなっています。

主要内容：AIによる創薬プロセスの革新

リード化合物発見の加速: AIは、膨大な化合物ライブラリから特定の標的に対する結
合能力や薬理活性を持つ可能性のある化合物を高速かつ効率的にスクリーニングしま
す。これにより、従来のハイスループットスクリーニングよりも短期間で有望なリー
ド化合物を特定することが可能になります。例えば、AIは化合物の構造と特性の関係
を学習し、未知の化合物についても正確に予測できます。

新規化合物の設計: 生成型AI（GANsなど）は、既存のデータセットから学習し、薬物
として望ましい特性を持つ全く新しい化合物を設計する能力を持っています。これに
より、従来の試行錯誤に依存したアプローチでは見つけられなかった、最適化された
分子構造を持つ候補薬を生み出すことが期待されます。これは、特に低分子薬の開発
において、新たな化学空間の探索を可能にします。

臨床試験の最適化: AIは、過去の臨床データやリアルワールドデータを分析すること
で、臨床試験のデザインを最適化します。具体的には、薬物に対する患者の反応を予
測し、特定の治療に最も適した患者サブグループを特定することで、試験の成功確率
を高め、効率を向上させることができます。これにより、開発期間の短縮とコスト削
減が期待されます。



影響と展望：課題を克服し、AI主導の創薬へ

AIが創薬にもたらす恩恵は計り知れませんが、いくつかの重要な課題も存在します。一
つは、AIモデルの学習に必要となる高品質なデータの確保です。生物学的データは複雑
で多様であり、その収集と標準化には多大な労力と専門知識が必要です。また、AI、特
に深層学習モデルの「ブラックボックス」性も課題の一つです。AIがなぜ特定の予測を
行ったのかを人間が完全に理解することは難しく、規制当局の承認を得る上で透明性の
確保が求められます。さらに、AIを用いた創薬に関する規制や倫理的な枠組みの確立も
急務です。

しかし、これらの課題にもかかわらず、AIの技術進歩は止まらず、データ科学者、生物
学者、化学者、臨床医が協力することで、その潜在能力は最大限に引き出されるでしょ
う。将来的には、AIが設計した医薬品が市場に登場することが一般的になり、難病に苦
しむ患者に新たな治療選択肢を提供することが期待されています。AIは創薬の未来を形
作る上で不可欠な要素となるでしょう。

元記事:

https://geneonline.news/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E6%99%BA%E6%85%A7%E5%8A%A0%E9%80%9F%E8%

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://geneonline.news/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E6%99%BA%E6%85%A7%E5%8A%A0%E9%80%9F%E8%97%A5%E7%89%A9%E9%96%8B%E7%99%BC%E9%9D%A9%E6%96%B0%E6%8C%91%E6%88%B0%E8%88%87%E6%A9%9F%E9%81%87%E4%B8%A6%E5%AD%98/


韓国、AIと非ヒト霊長類（NHP）統合で創薬を予測モデ
ルへ転換

概要

韓国実験動物協会は、人工知能（AI）と新しいアプローチ法（NAMs）を非ヒト霊長類
（NHP）試験と統合し、創薬プロセスを予測モデルへと転換する取り組みを推進して
います。この戦略は、FDAのISTANDプログラムのような進化する規制トレンドに対応

し、創薬の効率性と成功率を高めることを目指しています。世界の新薬開発環境が急
速に変化する中、データ駆動型の「予測中心」開発手法が中核的なトレンドとして浮
上しており、この統合はその動きを加速させます。先進的な計算能力を活用すること

で、より正確で迅速な医薬品開発が期待され、従来の時間を要する手法への依存を軽
減するものです。

公開日 2026年04月15日  ChosunBiz  韓国



詳細

背景：創薬における予測モデルへのシフト

現代の創薬は、従来の時間とコストがかかるプロセスから、より効率的で成功率の高い
予測モデルへの転換が求められています。特に、米国FDAの ISTANDプログラム
（Innovative Science and Technology Approaches for New Drugs）のような新しい規制
の枠組みが導入される中で、新薬開発の評価基準も変化しつつあります。この国際的な
動向に対応するため、韓国の実験動物協会は、最新の技術と従来の動物実験の知見を融
合させる新しいアプローチを提唱しています。

主要内容：AI、NAMs、NHPの統合戦略

AIと新しいアプローチ法（NAMs）の活用: 本記事では、創薬における人工知能
（AI）の役割の重要性を強調しています。AIは、膨大な生物学的データや化学構造情
報を解析し、薬物の有効性や毒性を予測する能力に優れています。また、NAMs
（New Approach Methodologies）とは、動物実験の代替となるin vitro試験、計算モ
デル、オルガノイドなど、多様な非動物性試験方法を指します。これらを組み合わせ
ることで、初期段階での薬物候補のスクリーニング精度を高め、動物実験の負担を軽
減することが期待されます。

非ヒト霊長類（NHP）試験との統合: AIとNAMsの進歩にもかかわらず、特定の生理
学的反応や全身性効果の評価には、依然として非ヒト霊長類（NHP）を用いた試験
が不可欠な場合があります。韓国実験動物協会は、これらのNHP試験をAIとNAMsに
よって得られた予測モデルと統合することで、より包括的かつ正確な予測システムを
構築することを目指しています。この統合により、NHP試験の必要性を最適化し、
動物福祉への配慮と科学的信頼性の向上を両立させることが可能になります。

予測中心の開発システムの確立: この統合戦略の最終目標は、新薬開発全体を予測中
心のシステムへと転換することです。AIとNAMsが提供する初期の予測データを基盤
とし、必要な場合にのみNHP試験を精密に設計・実施することで、開発プロセス全
体を効率化し、失敗のリスクを低減します。これにより、迅速かつコスト効率の高い
方法で、高品質な新薬を患者に届けることが可能となります。



影響と展望：グローバルな創薬トレンドへの適応

この韓国における取り組みは、世界的な新薬開発のトレンドに合致しています。多くの
国や地域で、動物実験の削減と代替法の導入が推進される一方で、科学的な厳密性を維
持するバランスが模索されています。AI、NAMs、そして最適化されたNHP試験の統合
は、この難しい課題に対する有望な解決策となり得ます。将来的には、このような予測
型アプローチが標準化され、より迅速かつ倫理的な新薬開発サイクルが確立されること
が期待されます。このモデルは、韓国がグローバルな創薬競争においてリードを奪うた
めの重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://biz.chosun.com/jp/jp-science/2026/04/15/OBGC2EYO7NB2BEUF7RLK4LEAW4/?

outputType=amp

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biz.chosun.com/jp/jp-science/2026/04/15/OBGC2EYO7NB2BEUF7RLK4LEAW4/?outputType=amp
https://biz.chosun.com/jp/jp-science/2026/04/15/OBGC2EYO7NB2BEUF7RLK4LEAW4/?outputType=amp


第一三共、進行性小細胞肺がん向け抗B7-H3抗体薬物複合
体（ADC）の米国承認申請

概要

第一三共は2026年4月14日、新規の抗B7-H3抗体薬物複合体（ADC）であるイフィナタ
マブ デルクステカン（I-DXd/DS-7300）について、進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）に
対する米国での承認申請が受理されたことを発表しました。この薬剤は、プラチナ製

剤を含む化学療法後に病勢が進行した患者を対象としており、米国食品医薬品局
（FDA）は迅速審査の指定を行いました。PDUFAアクションデートは2026年10月10日
に設定され、アンメットメディカルニーズが高いES-SCLC患者に新たな治療選択肢を提

供する可能性を示唆しています。この申請は、複数の臨床試験結果に裏付けられてい
ます。

公開日 2026年04月14日  日刊薬業  日本



詳細

背景：アンメットニーズの高い進展型小細胞肺がん

進展型小細胞肺がん（ES-SCLC）は、治療が極めて困難で予後不良ながんの一つとして
知られています。特に、標準的なプラチナ製剤ベースの化学療法後に病勢が進行した患
者に対する有効な治療選択肢は限られており、新たな薬剤の開発が喫緊の課題となって
います。このような背景の中、抗体薬物複合体（ADC）は、特定の腫瘍細胞に直接薬剤
を送り込むことで、副作用を抑えつつ高い治療効果を発揮する可能性を秘めた技術とし
て注目を集めています。

主要内容：第一三共の新規ADC、米国FDAに申請

日本の大手製薬会社である第一三共は、2026年4月14日、その開発中の新規抗B7-H3抗
体薬物複合体であるイフィナタマブ デルクステカン（I-DXd/DS-7300）が、進展型小細
胞肺がんの治療薬として米国食品医薬品局（FDA）に承認申請され、受理されたことを
発表しました。この薬剤は、B7-H3という、多くのがん細胞表面に過剰発現するタンパ
ク質を標的としています。FDAは、この申請に対して優先審査の指定を与えており、
PDUFA（処方薬ユーザーフィー法）に基づく承認審査の結論期限は2026年10月10日と
されています。

この申請は、主に二つの重要な臨床試験の結果に基づいています。一つは、進展型小細
胞肺がん患者を対象とした第2相IDeate-Lung01試験であり、もう一つは、切除不能な進
行性または転移性の固形がん患者を対象とした第1/2相IDeate-PanTumor01試験です。
これらの試験データにより、I-DXdがES-SCLC患者にとって有望な治療効果をもたらす可
能性が示されました。この薬剤は、2025年8月にFDAから画期的な治療薬の指定
（Breakthrough Therapy designation）を受けており、その高い期待が伺えます。



影響と展望：ES-SCLC治療の新たな選択肢とADC技術の進化

今回のFDAへの承認申請は、進展型小細胞肺がんの治療に新たな風を吹き込む可能性を
秘めています。承認されれば、既存の治療法に抵抗性を示した患者に対する新たな治療
選択肢として、多くの患者の生活の質向上と生存期間の延長に貢献することが期待され
ます。さらに、この動きは、ADC技術が多様ながん種、特に治療困難ながん種において
その有効性を拡大していることを示すものでもあります。B7-H3を標的とするADCの成
功は、今後のADC開発における新たな標的探索を加速させ、製薬業界全体のイノベーシ
ョンを促進するでしょう。第一三共のこの取り組みは、アンメットメディカルニーズへ
の対応と、先進的なドラッグデリバリー技術の応用という点で、創薬分野における重要
な進展と言えます。

元記事: https://nk.jiho.jp/article/301436

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nk.jiho.jp/article/301436


台湾GlycoNexのADC新薬「GNX1021」、日本でフェーズ
1臨床試験を開始

概要

台湾の新薬開発企業GlycoNex（4168）は、2026年4月14日、同社の抗体薬物複合体
（ADC）新薬GNX1021が、日本の医薬品医療機器総合機構（PMDA）からフェーズ1臨
床試験の開始承認を得たと発表しました。これにより、GNX1021は初めてヒトへの投

与（FIH）段階に入り、開発における重要なマイルストーンを達成しました。この国際
共同治験は進行性消化器がん患者を対象とし、主に安全性、忍容性、薬物動態、そし
て予備的な有効性の評価を通じて、今後の開発に向けた最適な用量範囲を設定しま

す。GNX1021は、腫瘍細胞表面に異常発現する分岐型糖鎖抗原を特異的に認識する独
自のメカニズムを持ち、特にHER2陰性または低発現の胃がん患者に対する次世代抗が
ん剤としての可能性を秘めています。

公開日 2026年04月14日  生技投資第一站 (Biotech Investment First Stop)  台湾



詳細

背景：ADC開発の進展と台湾企業の挑戦

抗体薬物複合体（ADC）は、モノクローナル抗体の特異的な標的認識能力と、強力な細
胞傷害性薬剤の組み合わせにより、がん治療に革命をもたらす可能性を秘めています。
近年、世界中でADCの開発競争が激化しており、多くの製薬企業やバイオテック企業が
この分野に注力しています。このような状況の中、台湾の新薬開発企業であるGlycoNex

（4168）は、独自の技術を基盤としたADC新薬の開発を進めており、その一つである
GNX1021が重要な開発段階に進展しました。

主要内容：GNX1021の日本・台湾での臨床試験開始

日本でのPMDA承認: GlycoNexは2026年4月14日、同社のADC新薬GNX1021が、日本
の医薬品医療機器総合機構（PMDA）から、フェーズ1臨床試験（治験）の開始承認
を取得したことを発表しました。これは、GNX1021が初めてヒトに投与される
「First-in-Human (FIH)」試験段階に移行したことを意味し、薬剤開発における極め
て重要な一歩となります。日本は新薬開発の規制が厳格であるため、PMDAからの承
認は、GNX1021の安全性と有効性に関する前臨床データが評価された結果と言えま
す。

多国間・多施設共同治験の計画: このフェーズ1臨床試験は、国際共同治験として計
画されており、進行性消化器がん患者を対象とします。試験の主な目的は、
GNX1021の安全性、忍容性、薬物動態（体内で薬物がどのように吸収・分布・代
謝・排泄されるか）、および予備的な抗腫瘍効果を評価することです。これにより、
フェーズ2以降の臨床開発に進むための最適な用量範囲を確立することを目指しま
す。最初の患者組入れは同年6月に日本で開始される予定であり、その後、台湾での
治験薬新規承認申請（IND）が受理され次第、第三四半期には台湾でも患者登録が開
始される見込みです。

独自の標的メカニズム: GNX1021は、腫瘍細胞の表面に異常に発現する分岐型糖鎖抗
原を標的とする、独自のメカニズムを持っています。このユニークな標的化により、
GNX1021は複数の抗原を同時に認識する可能性があり、特にHER2（ヒト上皮成長因
子受容体2）やCLDN18.2（クローディン18.2）の発現が陰性または低発現の胃がん患
者に対する次世代の抗がん剤として期待されています。これらの患者群は、既存の治
療法では十分な効果が得られない場合が多く、アンメットメディカルニーズが高い領
域です。



影響と展望：難治性がん治療への貢献と国際展開

GNX1021の日本での臨床試験開始は、GlycoNexにとって大きな進展であり、難治性が
ん治療、特に消化器がん分野に新たな治療選択肢をもたらす可能性を秘めています。こ
の治験の成功は、同社のADC技術の有効性を証明するだけでなく、台湾のバイオテクノ
ロジー企業が国際的な新薬開発市場で存在感を示す上で重要な意味を持ちます。また、
GNX1021の独自の標的メカニズムは、既存の薬剤では対応が難しかったがん患者に対し
て、パーソナライズされた治療を提供する道を開くかもしれません。今後の臨床試験の
進展が注目され、最終的な承認に至れば、世界中の患者に貢献することが期待されま
す。

元記事: https://www.genetinfo.com/investment/featured/item/94664.html

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.genetinfo.com/investment/featured/item/94664.html


Samsung Bioepis、Nectin-4標的の新規ADC候補薬でグロ
ーバル臨床試験を開始

概要

Samsung Bioepisは、Nectin-4を標的とする初の新規抗体薬物複合体（ADC）候補薬
「SBE303」のグローバルフェーズ1臨床試験を開始しました。この動きは、同社がバ
イオシミラー開発から革新的な新規医薬品の開発へと事業を拡大する上で重要な意味

を持ちます。SBE303は膀胱がん、肺がん、乳がんなど様々な固形がんで過剰発現する
Nectin-4を狙う設計で、2030年7月までの期間で進行がん患者149人を対象に安全性、
忍容性、有効性を評価します。韓国でも治験開始に向け準備が進められており、

Samsung Bioepisのポートフォリオ多角化戦略の象徴となるでしょう。

公開日 2026年04月17日  THE ELEC, Korea Electronics Industry Media  韓国



詳細

背景：Samsung Bioepisの事業戦略転換

Samsung Bioepisは、これまで主に高品質なバイオシミラー（バイオ後続品）の開発と
販売で実績を上げてきましたが、近年、革新的な新規医薬品の開発へと事業戦略を拡大
しています。この転換は、グローバルな製薬市場における競争力の強化と、アンメット
メディカルニーズに対応する新たな治療ソリューションを提供するという同社の意欲を
示しています。新規医薬品開発の中でも、特に抗体薬物複合体（ADC）は、高い特異性
と強力な薬効を両立させることで、がん治療分野における有望なモダリティとして注目
されています。

主要内容：SBE303のグローバル臨床試験開始

初の新規ADC候補薬SBE303: Samsung Bioepisは2026年4月16日、同社にとって初の
新規抗体薬物複合体（ADC）候補薬である「SBE303」のグローバルフェーズ1臨床試
験を開始したことを発表しました。SBE303は、Nectin-4というタンパク質を標的と
して設計されています。Nectin-4は、膀胱がん、肺がん、乳がんといった多種多様な
固形がんにおいて高頻度に過剰発現が認められるため、がん治療における有望な標的
として研究が進められています。

グローバル臨床試験のデザイン: このグローバルフェーズ1試験は、米国で2026年3月
に開始され、2030年7月までの実施が予定されています。世界中の進行性または治療
抵抗性の固形がん患者149人を対象とし、SBE303の安全性、忍容性、薬物動態、そし
て予備的な有効性を評価することを目的としています。韓国国内でも、同年2月に治
験薬新規承認申請（IND）が承認されており、現在、国内での臨床試験開始に向けた
準備が進められています。

新規医薬品開発へのコミットメント: SBE303の臨床試験開始は、Samsung Bioepisが
バイオシミラー企業から、革新的な新規医薬品開発企業へと移行する上での重要なマ
イルストーンとなります。この取り組みは、ADC技術の活用を通じて、難治性のがん
に対する新たな治療選択肢を提供することを目指しており、同社の長期的な成長戦略
の中核をなすものです。



影響と展望：ADC市場への参入と将来のポートフォリオ

Samsung BioepisのSBE303の臨床試験開始は、ADC市場における新たなプレーヤーの登
場を意味します。Nectin-4を標的とするADCは、既に一部の薬剤が承認されています
が、まだ多くのアンメットメディカルニーズが存在します。SBE303が成功すれば、
Samsung Bioepisはがん治療分野において強力なポートフォリオを構築し、グローバル
市場での競争力を一層強化できるでしょう。また、この動きは、韓国のバイオ医薬品産
業全体が、単なる後発品製造から高付加価値の新規創薬へとシフトしていることを象徴
するものであり、今後の同社の開発パイプラインの拡大に大きな期待が寄せられていま
す。

元記事: https://www.thelec.net/news/articleView.html?idxno=6638

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.thelec.net/news/articleView.html?idxno=6638


台湾Syngen Biotech、国際投資家とAI創薬で戦略的提携

概要

台湾のSyngen Biotech（6492）は、2026年4月14日、Global Emerging Markets

（GEM）の子会社GEM YIELD BAHAMAS LIMITEDと、最大5億台湾ドルの戦略的投資提

携を発表しました。この提携は、Syngen Biotechの新薬研究開発、AI創薬戦略、およ
び国際展開を支援することを目的としています。特に、国際的なAIチームCellTypeとの
協業を通じて、次世代C2S技術を活用し、免疫微小環境を調節する能力を持つ中核的

な候補薬の特定と、効果的な併用療法の探索を目指しています。この戦略により、同
社は「冷たい腫瘍を熱い腫瘍に変える」という免疫療法戦略を推進し、腫瘍免疫学の
将来のトレンドに対応することを目指しています。

公開日 2026年04月14日  IEK產業情報網 (IEK Industry Information Network)  台湾



詳細

背景：AI創薬への関心の高まりと台湾企業の戦略

人工知能（AI）は、創薬プロセスを劇的に加速し、新たな治療法を発見する可能性を秘
めているため、世界中の製薬企業やバイオテクノロジー企業から注目を集めています。
特に、複雑な生物学的データの解析、分子設計、臨床試験の最適化など、AIの応用範囲
は広がりを見せています。このような状況の中、台湾の新薬開発企業であるSyngen

Biotech（6492）は、AI技術を自社の創薬戦略の中核に据え、国際的なパートナーシッ
プを通じてその能力を強化しようとしています。

主要内容：GEMからの戦略的投資とAI創薬の推進

GEMとの戦略的投資提携: Syngen Biotechは、2026年4月14日、国際的な投資グルー
プであるGlobal Emerging Markets（GEM）の関連会社であるGEM YIELD BAHAMAS

LIMITEDとの間で、戦略的投資提携に関する覚書（MOU）を締結したことを発表しま
した。この提携により、GEMはSyngen Biotechに対して最大5億台湾ドル（約23億
円）の戦略的投資を行う計画です。この資金は、主にSyngen Biotechの新規医薬品の
研究開発、AIを活用した創薬戦略の強化、およびグローバル市場への事業拡大に充て
られる予定です。この投資は、Syngen Biotechの革新的な創薬能力と、AI技術を統合
する先進的な戦略に対する国際投資家の強い関心を示しています。

AI技術の統合と免疫療法への応用: Syngen Biotechは、がん免疫療法に重点を置きつ
つ、AI技術の統合を積極的に進めています。特に、国際的なAIチームであるCellType

との協力関係を構築し、次世代のC2S技術（Cell-to-SystemまたはComputational-to-

Syntheticなど、文脈から推測されるが詳細不明）を活用して、メカニズム解析や潜
在的な併用療法の体系的な探索を行う計画です。AIによる検証では、Syngen Biotech

の中核的な薬物候補が、腫瘍微小環境を免疫活性化方向に調節する能力を持つことが
示されており、これは同社の「冷たい腫瘍（免疫細胞が浸潤しにくい腫瘍）を熱い腫
瘍（免疫細胞が浸潤しやすい腫瘍）に変える」という免疫療法戦略を強力にサポート
するものです。

将来の腫瘍免疫学トレンドへの対応: このAIと投資の組み合わせにより、Syngen

Biotechは腫瘍免疫学分野の将来のトレンドを捉え、革新的な治療法を開発するリー
ダーとしての地位を確立することを目指しています。AIは、複雑な免疫応答の理解を
深め、より効果的な免疫チェックポイント阻害剤や、他の免疫療法との併用戦略を特
定する上で不可欠な役割を果たすでしょう。



影響と展望：国際競争力の強化と患者への貢献

Syngen BiotechとGEMの戦略的提携は、同社の研究開発パイプラインを加速させ、国際
的な競争力を高める上で極めて重要です。AI技術の導入により、新薬開発の効率と成功
率が向上し、難治性がん患者に新たな治療選択肢を提供する可能性が広がります。台湾
のバイオテクノロジー産業全体にとっても、この種の国際投資と先進技術の統合は、グ
ローバル市場でのプレゼンスを確立するための重要なモデルケースとなるでしょう。今
後のSyngen BiotechのAI創薬の進展と、それがもたらす臨床的成果に大きな期待が寄せ
られています。

元記事: https://ieknet.iek.org.tw/ieknews/news_open.aspx?nsl_id=20503fe479fc4e95a2dff757a514ad2a

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ieknet.iek.org.tw/ieknews/news_open.aspx?nsl_id=20503fe479fc4e95a2dff757a514ad2a


ノボ ノルディスクとOpenAI、創薬から製造・全社DXま
でを統合する包括的提携を発表

概要

ノボ ノルディスクとOpenAIは、2026年4月14日に創薬、製造、商業運用を含む全社的
なデジタル変革（DX）を目的とした包括的な戦略的提携を発表しました。この提携
は、GLP-1受容体作動薬の競争激化とAI創薬レースの加速が重なる中で、製薬業界にお

ける構造的な変化を示唆しています。ノボ ノルディスクは、R&D文化、製造、販売な
ど、組織全体のあらゆる側面にAIを統合することで、データの分析と仮説検証をこれ
までにない規模で実施し、未発見の治療法を迅速に患者に届けることを目指します。

OpenAIのCEOサム・アルトマンも、AIが生命科学において人々の寿命を延ばし、生活
を豊かにする可能性を強調しています。

公開日 2026年04月16日  Innovatopia (Japanese Business/Pharma News)  日本



詳細

背景：製薬業界におけるAIとGLP-1薬競争の交差

近年、医薬品開発の世界では、人工知能（AI）の導入が加速しており、特に創薬の初期
段階から開発、製造、さらには商業化に至るまで、その応用範囲が広がっています。こ
のような技術革新の波と並行して、肥満症や糖尿病治療薬であるGLP-1受容体作動薬市
場では、激しい開発競争が繰り広げられています。この二つの潮流が交差する中で、大
手製薬企業がAIのリーディングカンパニーと包括的な提携を結ぶことは、業界の未来を
大きく左右する重要な動きとして注目されています。

主要内容：ノボ ノルディスクとOpenAIの戦略的統合提携

全社的なAI統合の目標: ノボ ノルディスクは、生成AIのリーディングカンパニーであ
るOpenAIとの包括的な戦略的提携を2026年4月14日に発表しました。この提携は、
単に創薬研究を支援するだけでなく、製造プロセス、サプライチェーン、さらには企
業の商業運用に至るまで、ノボ ノルディスクの事業活動全体にAIを深く統合するこ
とを目的としています。2026年末までに全面的な適用を目指し、製薬業界における
デジタルトランスフォーメーション（DX）を加速させる計画です。

データ解析と仮説検証の新たな地平: ノボ ノルディスクのCEO、マイク・ドゥストダ
ー氏は、数百万人に影響を与える肥満症や糖尿病に対して、まだ発見されていない治
療法が必要であると強調しました。AIの統合により、膨大なデータをこれまでにない
規模で分析し、新たな仮説を迅速に検証することが可能になると期待されています。
これにより、創薬の効率性と成功率が飛躍的に向上し、より速く、より効果的な治療
法を患者に提供できる可能性が高まります。

OpenAI CEOの展望: OpenAIのCEOであるサム・アルトマン氏も、AIが様々な産業に
革命をもたらす力を持ち、特に生命科学分野では、人々の寿命を延ばし、より豊かな
生活を送ることを支援できるとコメントしています。この提携は、AI技術が医薬品開
発のあらゆる側面を変革し、人類の健康と福祉に貢献する大きな可能性を示唆してい
ます。



影響と展望：製薬業界の構造変化と競争優位性

今回のノボ ノルディスクとOpenAIの提携は、製薬業界が外部のAI技術をR&D文化、製
造、販売といった中核業務に開いていくという、構造的な変化の象徴と言えます。これ
は、単なる技術導入にとどまらず、企業文化やビジネスモデルそのものに変革を促すも
のです。ノボ ノルディスクは、この戦略を通じて、AI主導の創薬とオペレーションの効
率化において先行者利益を獲得し、GLP-1市場を含む競争の激しい医薬品市場でリーダ
ーシップを維持・強化することを目指しています。今後、他の製薬企業も同様の戦略的
提携を模索することが予想され、AIと製薬の融合が加速する中で、業界全体のイノベー
ションと競争環境が大きく再編される可能性が高いでしょう。この動きは、次世代の医
薬品開発のあり方を定義する上で、極めて重要なマイルストーンとなるでしょう。

元記事: https://innovatopia.jp/healthcare/healthcare-news/96169/

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://innovatopia.jp/healthcare/healthcare-news/96169/


日本研究が示すmRNA技術の新たな可能性：多剤耐性菌へ
の抗体産生

概要

mRNA技術は、ワクチン用途を超え、多様な疾患治療へと急速にその応用範囲を広げ
ています。日本の京都府立医科大学と東京大学の研究者たちは、脂質ナノ粒子
（LNP）に封入したmRNAを用いて、多剤耐性菌である緑膿菌に対する抗体断片を体内

で産生させる研究を進めています。彼らの「Nature Communications」誌での発表に
よると、mRNA-LNPの送達により、マウスモデルの肺で持続的な抗感染分子の産生が
確認されました。このアプローチは、従来の抗体断片が体内で迅速にクリアされる問

題に対し、より持続的な解決策を提供し、スーパーバグとの戦いに新たな手段をもた
らす可能性を示しています。

公開日 2026年04月15日  BioXconomy  国際 (日本研究を特集)



詳細

背景：mRNA技術の進化と応用範囲の拡大

メッセンジャーRNA（mRNA）技術は、COVID-19ワクチンの開発成功により、その強力
な可能性が世界的に認識されました。しかし、その応用範囲は予防ワクチンにとどまら
ず、がん治療、遺伝性疾患、感染症治療など、様々な分野へと急速に拡大しています。
特に、mRNAを目的の細胞に効率的かつ安全に送達するためのドラッグデリバリーシス
テム（DDS）の進化が、この広がりを支えています。リピッドナノ粒子（LNP）は、
mRNAを送達する主要な手段として、その安定性と細胞への効率的な取り込み能力から
注目されています。

主要内容：多剤耐性菌対策としてのmRNA-LNP技術

日本の研究チームによる画期的な発見: 日本の京都府立医科大学と東京大学の研究者
チームは、多剤耐性菌（MDRP）との戦いにおいて、mRNA技術の新たな可能性を探
る研究を行いました。彼らは、リピッドナノ粒子（LNP）にmRNAを封入し、この
mRNAが体内で多剤耐性菌である緑膿菌に対する抗体断片（Fab抗体）を産生するよ
うに設計しました。このアプローチは、感染部位で直接、防御的な抗体を継続的に供
給することを目的としています。

「Nature Communications」での発表: 研究チームは、「Nature Communications」
誌に発表した研究で、このmRNA-LNPを用いた送達システムが、マウスモデルの肺
において、感染と戦う分子（抗体断片）の持続的な産生を可能にしたことを実証しま
した。従来の抗体断片は体内で迅速に分解・排出されるため、持続的な効果を得るた
めには頻繁な投与が必要でした。しかし、mRNAを介して体内で抗体断片を継続的に
生成させることで、この課題を克服できる可能性が示されました。

スーパーバグ対策への期待: この研究は、特に抗生物質が効かない「スーパーバグ」
と呼ばれる多剤耐性細菌との戦いにおいて、画期的な新しい治療法を提供する可能性
を秘めています。もしこの技術がヒトへの応用で成功すれば、感染症に対する新たな
強力な手段となり、公衆衛生上の大きな課題を解決に導くことが期待されます。これ
は、mRNA治療薬とLNP送達技術が、ワクチン以外のin vivo（生体内）応用におい
て、いかに大きな潜在力を持っているかを示すものです。



影響と展望：DDS技術の重要性と未来の感染症治療

この日本の研究成果は、mRNA技術の多機能性と、特にLNPのような効率的なドラッグ
デリバリーシステムがいかに重要であるかを改めて浮き彫りにします。局所的な疾患
（この場合は肺感染症）に対して、体内で治療分子を継続的に産生させる能力は、多く
の慢性疾患や難治性疾患の治療に新たな道を開くかもしれません。今後の研究では、こ
のmRNA-LNPシステムがヒトにおいて安全かつ効果的であることを確認し、その適用範
囲を広げることが課題となるでしょう。感染症治療だけでなく、がんや自己免疫疾患な
ど、様々な分野での応用が期待され、mRNA技術が医療の未来を大きく変える可能性を
示しています。

元記事: https://www.bioxconomy.com/modalities/mrna-technology-brims-with-possibility-across-a-

range-of-diseases

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bioxconomy.com/modalities/mrna-technology-brims-with-possibility-across-a-range-of-diseases
https://www.bioxconomy.com/modalities/mrna-technology-brims-with-possibility-across-a-range-of-diseases


FDA、2026年の新薬承認を発表：GLP-1経口薬を含む革新
的治療法

概要

Drugs.comは、2026年のFDAによる複数の新薬承認を報じ、特に肥満症治療における
大きな進展を強調しています。注目すべきは、4月1日に承認された「Foundayo（オア
フォルグリプロン）錠」で、これは食事や水分の制限なくいつでも服用できる唯一の

GLP-1経口薬として、患者の利便性を大幅に向上させます。また、プラチナ製剤抵抗性
の卵巣がん治療薬「Lifyorli（レラコリラント）」や、原発性胆汁性胆管炎による胆汁
うっ滞性掻痒症治療薬「Lynavoy（リネリキシバット）」もそれぞれ3月に承認されま

した。これらの承認は、多様な疾患に対する革新的な治療選択肢が継続的に登場して
いることを示しています。

公開日 2026年04月01日  Drugs.com  アメリカ



詳細

背景：FDAによる継続的な新薬承認の重要性

米国食品医薬品局（FDA）による新薬の承認は、患者にとって新たな治療選択肢を提供
し、医療の進歩を促進する上で極めて重要な役割を果たします。毎年、様々な疾患分野
で革新的な薬剤が承認されており、特にアンメットメディカルニーズ（いまだ満たされ
ていない医療上の必要性）が高い領域では、これらの承認が大きな希望となります。
2026年もまた、複数の画期的な新薬が承認され、患者の生活の質向上に貢献していま
す。

主要内容：2026年の注目すべきFDA新薬承認

画期的なGLP-1経口薬「Foundayo」: 2026年4月1日、FDAは「Foundayo（一般名：
オアフォルグリプロン）錠」を承認しました。この薬剤は、肥満症治療薬として注目
されているGLP-1受容体作動薬の新たな経口製剤であり、その最大の特徴は、食事や
水分の制限なく、一日を通していつでも服用できるという点です。既存のGLP-1経口
薬には服用に関する厳しい制約があるものも多いため、Foundayoは患者の服薬アド
ヒアンス（服薬順守）を大幅に改善し、より多くの患者が治療を継続しやすくなるこ
とが期待されます。これは、GLP-1受容体作動薬の利便性を高める上で画期的な進歩
と言えます。

がん治療と希少疾患治療薬の承認: Foundayoの他にも、いくつかの重要な新薬が承認
されました。2026年3月25日には、「Lifyorli（一般名：レラコリラント）」がプラチ
ナ製剤抵抗性の卵巣がん治療薬として承認されました。これは、治療が困難な卵巣が
ん患者にとって新たな希望をもたらします。さらに、2026年3月19日には、
「Lynavoy（一般名：リネリキシバット）」が原発性胆汁性胆管炎（PBC）に伴う胆
汁うっ滞性掻痒症の治療薬として承認されました。PBCは慢性的な肝疾患であり、激
しい痒みを伴うことが多く、Lynavoyはこの症状に苦しむ患者の生活の質を改善する
ことが期待されます。



影響と展望：患者中心の治療選択肢の拡大

これらの新薬承認は、製薬開発の継続的な進歩と、患者のニーズに応じた治療選択肢の
拡大を明確に示しています。特にFoundayoのような利便性の高い経口GLP-1薬の登場
は、肥満症治療におけるアドヒアンス向上と市場拡大に大きく貢献するでしょう。GLP-

1受容体作動薬は、体重管理分野で高い需要があり、その剤形の多様化は患者アクセシ
ビリティを高めます。また、がんや希少疾患に対する新薬の承認は、これまで治療法が
限られていた患者群に新たな希望をもたらし、医療現場における治療戦略の選択肢を広
げます。FDAのこうした承認活動は、イノベーションを奨励し、世界中の患者の健康と
福祉に寄与するものです。

元記事: https://www.drugs.com/newdrugs.html

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugs.com/newdrugs.html


OpenAI、創薬加速のための新AIモデル「GPT-Rosalind」
を発表

概要

OpenAIは、創薬プロセスを加速させることを目的とした新しい人工知能モデル「GPT-

Rosalind」を発表しました。このAIは、膨大な生命科学データから洞察を抽出し、科学
研究を患者向けのヘルスケアアプリケーションへと転換する支援を行います。初期段

階では、選ばれたビジネス顧客向けに研究プレビューとして提供されます。OpenAI

は、AIが単独で新薬を開発する段階ではないものの、複雑で時間のかかる科学プロセ
スを大幅に効率化できると説明しています。この発表は、GoogleのAlphaFoldなど、既

にAI創薬分野で活動している既存プレイヤーへの挑戦と見なされており、関連する創
薬企業の株価にも影響を与えました。

公開日 2026年04月17日  Los Angeles Times  アメリカ



詳細

背景：AI創薬分野の競争激化

近年、人工知能（AI）は、創薬開発のあらゆる段階でその可能性を示し、製薬業界に大
きな変革をもたらしています。特に、GoogleのAlphaFoldがタンパク質の立体構造予測
において画期的な成果を出して以来、多くのテクノロジー企業がこの分野への参入を加
速させています。創薬は、通常、長い時間と巨額のコストがかかるプロセスであり、AI

はこの非効率性を克服し、より迅速かつ効果的な新薬の開発を可能にするツールとして
期待されています。このような状況の中、AIのリーディングカンパニーであるOpenAI

も、この競争の激しい分野に本格的に参入しました。

主要内容：OpenAIによる「GPT-Rosalind」の発表

GPT-Rosalindのローンチ: OpenAIは2026年4月17日、創薬プロセスを加速させるため
に特別に設計された新しい人工知能モデル「GPT-Rosalind」を発表しました。このモ
デルは、生命科学研究における複雑なデータセットから新たな洞察を抽出し、基礎科
学研究の知見を患者向けの具体的なヘルスケアアプリケーションへと効率的に変換す
ることを支援するように設計されています。この発表は、OpenAIがライフサイエン
ス分野におけるAIソリューション提供を本格化させる意図を示すものです。

研究支援と効率化への焦点: OpenAIのライフサイエンス研究責任者であるジョイ・ジ
ャオ氏は、AIがまだ独立して新薬を開発する段階にはないとしながらも、複雑で時間
のかかる科学的プロセス、例えば化合物スクリーニングや標的同定、データ解析など
を大幅に迅速化できると説明しました。GPT-Rosalindは、初期段階として、選ばれた
企業顧客向けに研究プレビュー版として提供され、実際の研究現場での有用性を検証
していく方針です。AmgenやModernaといった大手製薬企業との協力も進められて
います。

市場への影響と競争: OpenAIのこの動きは、既にAI創薬分野で存在感を示すGoogle

のAlphaFoldなどの既存プレイヤーに対する直接的な挑戦と見なされています。GPT-

Rosalindの発表後、Recursion Pharmaceuticals Inc.やSchrodinger Inc.など、AIを活用
した創薬企業の株価が一時的に急落しました。これは、大手テック企業がこの分野に
本格参入することによる潜在的な市場の再編と、既存モデルへの影響に対する投資家
の懸念を反映したものです。



影響と展望：AIが変える創薬の未来

GPT-Rosalindの導入は、AIが創薬のスピードと効率を向上させる可能性をさらに高める
ものです。このモデルは、研究者がより迅速に仮説を立て、実験を設計し、結果を解釈
することを支援することで、新薬開発のボトルネックを解消する可能性があります。
OpenAIのような強力なAI企業がライフサイエンス分野に参入することで、従来の創薬
プロセスが根本的に見直され、より多くの革新的な治療法が市場に登場する速度が加速
するでしょう。ただし、AIモデルの信頼性、データの品質、そして倫理的なガイドライ
ンの確立が、今後のAI創薬の成功には不可欠となります。

元記事: https://www.latimes.com/business/story/2026-04-17/openai-takes-on-google-with-new-ai-

designed-to-speed-drug-discovery

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.latimes.com/business/story/2026-04-17/openai-takes-on-google-with-new-ai-designed-to-speed-drug-discovery
https://www.latimes.com/business/story/2026-04-17/openai-takes-on-google-with-new-ai-designed-to-speed-drug-discovery


Amazon Web Services (AWS)、AI創薬プラットフォーム
「Amazon Bio Discovery (ABD)」を発表

概要

Amazon Web Services (AWS) は、バイオファーマ業界向けのAI創薬プラットフォーム
「Amazon Bio Discovery (ABD)」を発表しました。このプラットフォームは、計算科学
的な手法とウェットラボのワークフローを統合し、新薬研究期間の大幅な短縮を目指

します。40以上のAI生物学的基盤モデルとエージェントアシスタントを搭載し、研究
者が最適なモデル選択や結果解釈を容易に行えるように設計されています。また、受
託研究機関（CRO）とのネットワークも構築することで、創薬開発への包括的なアプ

ローチを推進しています。大手テック企業によるこの戦略的投資は、AIを活用した
R&Dプロセスの革新を目指すものです。

公開日 2026年04月15日  pharmaphorum  イギリス



詳細

背景：加速するAI創薬とテック大手の参入

近年、創薬開発のプロセスは、高コストと長期にわたる期間が大きな課題となっていま
す。この課題を解決するために、人工知能（AI）技術の活用が急速に進展しており、多
くの大手テクノロジー企業がこの分野に参入しています。AIは、化合物スクリーニン
グ、標的同定、分子設計、臨床試験の最適化など、創薬のあらゆる段階で効率と成功率
を向上させる可能性を秘めています。このような背景の中、クラウドコンピューティン
グの巨人であるAmazon Web Services (AWS) も、バイオファーマ業界向けに特化したAI

プラットフォームを投入しました。

主要内容：AWSのAI創薬プラットフォーム「Amazon Bio Discovery (ABD)」

プラットフォームのローンチ: Amazon Web Services (AWS) は2026年4月15日、バイ
オファーマ業界向けに設計された新しいAI駆動型創薬プラットフォーム「Amazon
Bio Discovery (ABD)」を発表しました。このプラットフォームは、計算科学的手法と
従来のウェットラボでの実験ワークフローを一つの統合されたアプリケーションにま
とめることで、新薬の研究開発にかかる時間を劇的に短縮することを目指していま
す。

先進的なAI機能: ABDは、40以上の専門的なAI生物学的基盤モデルを搭載していま
す。これらのモデルは、膨大な生物学的データセットで訓練されており、薬物分子の
設計、実験計画の調整、結果からの学習、そして継続的な改善を科学者が行うのを支
援します。さらに、エージェントアシスタント機能が組み込まれており、研究者が最
適なAIモデルを選択し、複雑なデータ結果を容易に解釈できるようガイドします。こ
れにより、高度な計算スキルを持たない研究者でも、強力なAIツールを効果的に活用
できるようになります。

エコシステムへの統合: AWSは、このプラットフォームを通じて、受託研究機関
（CRO）のネットワークとも連携しています。これにより、ABDは単なるソフトウェ
アツールに留まらず、研究、開発、実験実施に至るまで、創薬開発の包括的なエコシ
ステムの一部となることを目指しています。このアプローチは、小規模なバイオテク
ノロジー企業や研究チームでも、大規模な機関に限定されていた高度な研究に参加で
きる機会を「民主化」する可能性を秘めています。



影響と展望：創薬プロセスの変革と効率化

Amazon Bio Discoveryの登場は、創薬プロセスに大きな変革をもたらす可能性を秘めて
います。計算と実験のシームレスな統合、高度なAIモデルの利用、そしてコード不要の
環境は、研究開発の効率を大幅に向上させ、新薬候補の特定から臨床試験への移行を加
速させるでしょう。これにより、新しい医薬品がより迅速に患者に届けられることが期
待されます。大手テック企業によるこのような投資は、AIとヘルスケアの融合がさらに
進み、従来の製薬R&Dプロセスが根本的に再構築される未来を示唆しています。ABD

は、創薬イノベーションの新たな時代を牽引する重要なツールとなるでしょう。

元記事: https://pharmaphorum.com/news/amazon-launches-its-ai-drug-discovery-platform

収集日: 2026年04月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pharmaphorum.com/news/amazon-launches-its-ai-drug-discovery-platform


AIがタンパク質の柔軟性をモデル化し薬物設計を加速：バ
ージニア大学の研究

概要

バージニア大学医学部の研究者たちは、分子結合時のタンパク質動態を組み込んだAI

駆動型薬物設計プラットフォームを開発しました。この革新的なアプローチは、結合
予測の精度を高め、従来の薬物開発における高い失敗率を低減することを目指しま

す。YuelDesign、YuelPocket、YuelBondからなるこのプラットフォームは、拡散モデ
ルなどの高度なAI技術を用いて、タンパク質との相互作用に最適化された薬物分子を
生成します。薬物が体内でどのように相互作用するかをより正確に表現することで、

この動的なアプローチは新薬開発の効率と成功率を向上させ、これまで「創薬不能」
とされてきた標的への道を開く可能性を秘めています。

公開日 2026年04月15日  Drug Target Review  イギリス



詳細

背景：従来の薬物設計の課題とタンパク質動態の重要性

従来の薬物設計は、多くの場合、タンパク質を静的な構造として捉え、薬物候補がその
固定された結合部位にどのように適合するかを予測することに焦点を当ててきました。
しかし、生体内のタンパク質は常に動的に構造を変化させており、この「柔軟性」が薬
物との結合に大きな影響を与えることが知られています。従来の静的なアプローチで
は、この動的な側面が十分に考慮されず、それが高い創薬失敗率の一因となっていまし
た。この課題を克服するため、人工知能（AI）を活用してタンパク質の柔軟性を考慮に
入れた、より高度な薬物設計手法が求められています。

主要内容：AIを活用したタンパク質柔軟性モデリングプラットフォーム

バージニア大学の研究成果: 米国のバージニア大学医学部の研究者たちは、2026年4

月15日に、分子がタンパク質に結合する際の動的な振る舞いを考慮に入れた、AI駆動
型の革新的な薬物設計プラットフォームを開発したことを発表しました。このプラッ
トフォームは、従来の結合予測の精度を大幅に向上させ、新薬開発における高コスト
と高失敗率の問題を解決することを目指しています。

プラットフォームの構成: この新しいプラットフォームは、主に「YuelDesign」
「YuelPocket」「YuelBond」という三つのモジュールで構成されています。

YuelDesign: AIが生成する、タンパク質との相互作用に最適化された薬物分子の設
計を担当します。

YuelPocket: タンパク質の結合ポケット（薬物が結合する部位）の動的な特性を特
定し、その形状変化を予測します。

YuelBond: 薬物とタンパク質の間の結合の強さや安定性を、動的な相互作用を考
慮して評価します。

これらのモジュールは、特に拡散モデル（Diffusion Models）といった先進的なAI技
術を駆使しており、よりリアルな分子の振る舞いをシミュレーションすることを可能
にしています。



動的な分子設計アプローチ: このプラットフォームの最も重要な特徴は、タンパク質
が薬物と結合する際にその構造を変化させる動態を、設計プロセス全体に組み込んで
いる点です。これにより、単に「静的な鍵と鍵穴」のような結合だけでなく、「誘導
適合（Induced Fit）」や「コンフォメーション選択（Conformational Selection）」
といった、より複雑な生体内の結合メカニズムを正確にモデル化できます。

影響と展望：新薬開発の効率向上と「Undruggable」標的への挑戦

このAI駆動型プラットフォームは、新薬開発の効率と成功率を大幅に向上させる可能性
を秘めています。タンパク質の柔軟性を正確にモデリングすることで、より効果的で特
異性の高い薬物候補を設計し、開発プロセスでの失敗を早期に特定できるようになりま
す。これは、時間とコストの削減に直結します。さらに、これまで構造が不安定であっ
たり、明確な結合ポケットを持たなかったりするために「創薬不能（undruggable）」
とされてきたタンパク質標的に対する薬剤開発の道を開く可能性もあります。この研究
は、分子レベルでの相互作用の理解を深め、未来の医薬品開発のフロンティアを拡大す
る上で重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.drugtargetreview.com/ai-platform-models-protein-flexibility-to-accelerate-drug-

design/2135217.article
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カナダの研究、AI自律型ラボ「LUMI-lab」がmRNA送達
の新ルールを発見

概要

カナダのトロント大学の研究チームは、AIを搭載した自律型研究室「LUMI-lab」を開
発し、ヒト細胞へのmRNA送達を向上させる新しいクラスの脂質材料を自律的に発見
しました。このシステムは、1,700以上の脂質ナノ粒子（LNP）製剤を10回の実験サイ

クルでスクリーニングし、臭素化脂質テールが送達増強に重要な新規構造であること
を特定しました。驚くべきことに、これらの脂質は化学ライブラリのわずか8%に過ぎ
なかったにもかかわらず、最高の性能を示した候補の半分以上を占め、Modernaの

COVID-19ワクチンに使用されたSM-102に匹敵、またはそれを上回る性能を持つLNPを
特定しました。これはmRNA医薬品のDDSを革新する可能性を秘めています。

公開日 2026年04月08日  Lab on a Chip  カナダ



詳細

背景：mRNA送達の課題と自律型ラボの可能性

メッセンジャーRNA（mRNA）療法は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）ワクチ
ンの成功により、その治療的ポテンシャルが広く認識されるようになりました。しか
し、mRNAを目的の細胞に効率的かつ安全に届けるための適切なドラッグデリバリーシ
ステム（DDS）の開発は、mRNA療法の適用範囲を拡大する上で依然として大きな課題
です。特に、リピッドナノ粒子（LNP）は主要な送達システムですが、FDAの承認を受
けているLNP製剤はまだ少なく、より多様な疾患に対応するためには、新たなLNP材料
や送達技術の発見が不可欠です。このような複雑な材料探索において、人工知能（AI）
を活用した自律型ラボ（self-driving lab）が注目されています。

主要内容：AI自律型ラボ「LUMI-lab」による新LNP材料の発見

トロント大学のLUMI-lab: カナダのトロント大学の研究者たちは、AIを搭載した自律
型研究室システム「LUMI-lab」を開発し、mRNAのヒト細胞への送達効率を大幅に向
上させる新しいクラスの脂質材料を自律的に発見したことを2026年2月に「Cell」誌
で発表しました（本記事は4月8日付）。LUMI-labは、人間による介入なしに、実験
計画、実施、データ解析、そして次の実験の設計までを一貫して行うことができま
す。この画期的なシステムは、広大な化学空間を効率的に探索することを可能にしま
す。

臭素化脂質テールの特定: LUMI-labは、1,700以上の異なるLNP製剤をわずか10回の実
験サイクルでスクリーニングしました。その結果、臭素化脂質テールを持つLNPが、
mRNA送達効率を顕著に向上させる新規の構造的特徴であることを特定しました。驚
くべきことに、この臭素化脂質は、スクリーニングに用いられた化学ライブラリ全体
のわずか8%しか占めていなかったにもかかわらず、最高の性能を示した候補の半分
以上を占めていました。これは、AIが人間の直感では見逃しがちな、しかし極めて重
要な化学的特徴を発見する能力を示すものです。



既存LNPとの比較と遺伝子編集効率: LUMI-labによって発見されたトップパフォーマ
ンスのLNP製剤のうち、6つ中5つが、Moderna社のCOVID-19ワクチンに使用されて
いるLNPであるSM-102に匹敵するか、あるいはそれを上回るmRNA送達効率を示し
ました。さらに、肺細胞モデルにおいては、最適な材料が20.3%の遺伝子編集効率を
達成し、この組織タイプにおける前臨床段階での新たなベンチマークを確立しまし
た。これは、特定の疾患部位への効果的なmRNA送達の可能性を強く示唆していま
す。

影響と展望：mRNA医薬品のDDS革新と幅広い応用

LUMI-labによるこの画期的な発見は、mRNA医薬品のドラッグデリバリーシステム
（DDS）を根本から変革する可能性を秘めています。現在、FDAが承認しているLNP製
剤はわずか3種類に過ぎず、このLNPの多様性の不足がmRNA療法の適用範囲拡大の大き
な制約となっていました。LUMI-labのような自律型ラボは、LNP材料の探索を劇的に加
速させ、より効率的で、特定の疾患や組織に特化した送達システムを開発する道を拓き
ます。

これにより、mRNA療法は、ワクチンだけでなく、がん治療、遺伝性疾患、心血管疾患
など、より幅広い疾患領域への応用が期待されます。AIとロボティクスが融合した自律
型ラボは、今後の創薬研究において不可欠なツールとなり、従来の創薬プロセスでは不
可能だったスピードと効率で、新たな科学的発見と医療イノベーションをもたらすでし
ょう。

元記事: https://www.the-mrna-conference.com/news/a-self-driving-lab-just-rewrote-the-rules-of-mrna-

delivery
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GLP-1受容体作動薬が肥満症・糖尿病治療市場を牽引：
AMCP年次総会2026報告

概要

2026年AMCP年次総会の報告によると、GLP-1受容体作動薬は肥満症および2型糖尿病

治療市場において顕著な成長を遂げています。2025年にはGLP-1療法が売上高1320億
ドルに達し、前年比33.5%増を記録、特に減量適応症は131%の急増を見せました。

IQVIAのスコット・ビッグス氏は、この成長の主要因が価格変動や新製品ではなく、治
療量の増加にあると指摘しています。肥満症治療は既に第4位の治療カテゴリーに成長
し、市場価値は約980億ドルに達し、2029年までにさらに1000億ドルの売上増が予測

されています。ムンジャロやウゴービといったGLP-1薬が製品売上を牽引しており、そ
の適用範囲は糖尿病から体重管理へと拡大しています。

公開日 2026年04月15日  AMCP (Academy of Managed Care Pharmacy) Annual Meeting

Insights  アメリカ



詳細

背景：肥満症と糖尿病治療におけるGLP-1薬の台頭

肥満症と2型糖尿病は、現代社会における主要な健康課題であり、これらの疾患に対す
る効果的な治療法の開発が強く求められています。近年、グルカゴン様ペプチド-1
（GLP-1）受容体作動薬が、その優れた血糖降下作用と体重減少効果により、これらの
疾患治療のパラダイムを大きく変革してきました。当初は糖尿病治療薬として開発され
たGLP-1薬ですが、その強力な体重減少効果が注目され、肥満症治療薬としても広く用
いられるようになっています。この動向は、2026年のAMCP（Academy of Managed

Care Pharmacy）年次総会で、市場分析の専門家によって詳細に報告されました。

主要内容：GLP-1市場の爆発的成長と将来予測

GLP-1市場の驚異的成長: 2026年4月15日のAMCP年次総会での報告によると、GLP-1

受容体作動薬は、肥満症および2型糖尿病治療市場において目覚ましい成長を遂げて
います。2025年におけるGLP-1療法の世界売上高は、約1320億ドルに達し、これは
2024年から33.5%の増加を意味します。特に、減量適応症における売上は131%とい
う急成長を見せており、この分野が市場拡大の主要な原動力となっていることが示さ
れました。

市場成長の主要因: IQVIAのスコット・ビッグス氏は、この医薬品市場の成長が、主
に価格変更や新たな製品の導入によるものではなく、GLP-1薬の処方量、すなわち治
療を受ける患者数の増加によって牽引されていると指摘しました。これは、GLP-1薬
の臨床的有用性と患者からの需要が非常に高いことを示唆しています。肥満症治療
は、かつてニッチな分野でしたが、現在では市場価値が約980億ドルに達する第4位
の治療カテゴリーにまで成長しています。

将来の市場予測とパイプライン: IQVIAは、肥満症治療分野が2029年までにさらに
1000億ドルの売上増に貢献すると予測しています。現在、約190もの肥満症関連製品
が開発パイプラインにあり、 injectable（注射剤）とoral（経口剤）の両方の形態で
GLP-1薬が利用可能になっています。モンジャロ（一般名：チルゼパチド）やウゴー
ビ（一般名：セマグルチド）といった主要なGLP-1薬が、市場で最も急成長している
製品を牽引しています。



影響と展望：医療経済への影響と治療パラダイムの変化

GLP-1受容体作動薬の継続的な成長は、医療経済に大きな影響を与えると同時に、肥満
症と糖尿病の治療パラダイムを大きく変化させています。これらの薬剤は、単なる血糖
管理や体重減少に留まらず、心血管疾患リスクの低減など、患者の全体的な健康アウト
カムを改善する可能性も示されています。市場の拡大に伴い、患者アクセス、費用対効
果、長期的な安全性に関する議論がさらに活発化するでしょう。また、経口製剤の登場
など、多様な剤形が開発されることで、患者の服薬アドヒアンスが向上し、より広範な
患者層が治療の恩恵を受けられるようになると期待されます。GLP-1薬は、今後も肥満
症・糖尿病治療の中心的な存在であり続けるでしょう。

元記事: https://www.managedhealthcareexecutive.com/view/glp-1-drugs-to-drive-growth-in-obesity-

and-diabetes-treatment-amcp-annual-2026
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抗体薬物複合体（ADC）市場レポート2026：革新と競争
の展望

概要

Research and MarketsがGlobeNewswireを通じて発表したレポートは、抗体薬物複合体
（ADC）市場の包括的な分析を提供しており、世界中の180社以上、290以上の薬剤を
対象としています。市場の機会は、標的がん治療におけるアンメットニーズに対応す

るための新規ADCの進歩によって促進されています。ペイロード、リンカー、標的抗
原における革新がADCの適用範囲を広げ、Vincerx PharmaやAraris Biotechなどの戦略
的提携や買収がパイプラインの進化に不可欠であることが強調されています。ギリア

ド・サイエンシズやTubulisの固形がん向けADC開発、Zai LabのDLL3 ADCの希少疾病
用医薬品指定なども注目されており、ADC開発が活況を呈していることを示唆してい
ます。

公開日 2026年04月13日  GlobeNewswire (via Research and Markets)  アイルランド



詳細

背景：がん治療におけるADCの重要性増大

抗体薬物複合体（Antibody Drug Conjugates, ADC）は、モノクローナル抗体の高い特異
性と強力な細胞傷害性薬剤を組み合わせることで、がん細胞に直接薬剤を送達する「魔
法の弾丸」として、がん治療においてますます重要な役割を担っています。従来の化学
療法と比較して、ADCは正常細胞への影響を最小限に抑えつつ、腫瘍細胞に高濃度の薬
剤を届けることが可能であり、これにより治療効果の向上と副作用の軽減が期待されて
います。近年、この技術の進歩は目覚ましく、新たなADCが次々と臨床開発段階に進ん
でいます。

主要内容：ADC市場の動向、革新、競争環境

市場の包括的分析: Research and MarketsがGlobeNewswireを通じて発表した2026年4

月13日付のレポートは、ADC市場に関する広範な分析を提供しています。このレポ
ートは、世界中で活動する180社以上の企業と、開発中の290以上のADCについて詳
細に調査しています。市場成長の主要な原動力は、標的がん治療における満たされて
いない医療ニーズに応えるための、新規ADCの継続的な進歩にあると指摘されていま
す。

技術革新のトレンド: ADCの設計における革新は、その適用範囲を広げる上で不可欠
です。レポートは、特に以下の3つの主要な構成要素における技術的進歩を強調して
います。

ペイロード（薬物部分）: より強力で細胞傷害性の高い薬剤の開発と、その放出メ
カニズムの最適化。

リンカー（抗体と薬物を繋ぐ部分）: 安定性が高く、腫瘍部位でのみ効率的に薬剤
を放出するリンカーの開発。

標的抗原（抗体が認識する部分）: 多様ながん種に共通して高発現する、新たな標
的抗原の特定。

これらの革新により、ADCはより高い有効性と改善された安全性プロファイル、そし
てオフターゲット効果の低減を実現すると期待されています。



競争環境と戦略的提携: ADC市場は競争が激しく、多くの企業がパイプラインの強化
のために戦略的な提携や合併・買収（M&A）を積極的に行っています。例えば、
Vincerx PharmaとAraris Biotechの提携などが、新しいADC開発の推進に貢献していま
す。また、希少疾病用医薬品指定（Orphan Drug Designation）のような規制上の優
遇措置も、市場成長を後押ししています。ギリアド・サイエンシズやTubulisが固形
がんを対象としたADC開発で合意を結び、Zai LabのDLL3を標的とするADCが米国で
希少疾病用医薬品指定を受けるなど、市場は活気に満ちています。

影響と展望：がん治療の未来と未開拓領域への挑戦

ADC市場の継続的な成長と技術革新は、がん治療の未来に大きな影響を与えるでしょ
う。より効果的で安全なADCの開発は、特に進行がんや難治性がんの患者にとって、新
たな治療選択肢を提供します。また、これまで十分な治療法がなかったがん種や、特定
のバイオマーカーを持つ患者群に対する精密医療の実現にも貢献します。戦略的提携や
技術的進歩により、ADCのパイプラインは今後も拡大し、多種多様ながん種への適用が
期待されます。この市場の活況は、創薬分野全体のイノベーションを牽引し、最終的に
は世界中の患者の生命を救い、生活の質を向上させることに繋がるでしょう。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/04/13/3272285/0/en/Antibody-Drug-

Conjugates-ADC-Market-Research-and-Competitive-Landscape-Report-2026-Extensive-Analysis-of-

Over-180-Companies-and-More-Than-290-Drugs.html
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FDA、限局性分節性糸球体硬化症（FSGS）治療薬
「Sparsentan」を承認

概要

米国食品医薬品局（FDA）は2026年4月14日、トラベール・セラピューティクス社の
「スパルセンタン（Filspari）」を、ネフローゼ症候群を伴わない8歳以上の限局性分節
性糸球体硬化症（FSGS）患者の蛋白尿低減を目的として承認しました。FSGSは腎不全

に至る可能性のある希少な腎疾患であり、スパルセンタンはアンジオテンシンII受容体
拮抗薬とエンドセリン-1受容体拮抗薬の両方の作用を持つファーストインクラスの治
療薬です。この承認は、FSGSに対するFDA初の承認薬として歴史的なマイルストーン

であり、アンメットメディカルニーズの解決に貢献します。第3相DUPLEX試験データ
に基づき、米国で10万人以上が罹患するFSGSおよびIgA腎症患者に新たな治療選択肢
を提供します。

公開日 2026年04月14日  AJMC (American Journal of Managed Care)  アメリカ



詳細

背景：難治性腎疾患FSGSに対する新たな治療選択肢の必要性

限局性分節性糸球体硬化症（Focal Segmental Glomerulosclerosis, FSGS）は、腎臓の糸
球体に瘢痕組織が形成される希少な進行性腎疾患です。この疾患は、重度の蛋白尿を引
き起こし、最終的には腎不全へと進行する可能性があります。これまでFSGSに対する特
定の治療法は限られており、対症療法が中心で、アンメットメディカルニーズが非常に
高い状況でした。このような中で、米国食品医薬品局（FDA）が新たな治療薬を承認し
たことは、多くの患者とその家族にとって大きな希望となります。

主要内容：SparsentanのFDA承認とその作用機序

FSGSに対する初の承認薬: 2026年4月14日、FDAはトラベール・セラピューティクス
社が開発した「スパルセンタン（商品名：Filspari）」を、ネフローゼ症候群を伴わ
ない8歳以上のFSGS患者における蛋白尿の低減を目的として承認しました。この承認
は、FSGSに対するFDA承認薬としては史上初であり、この難治性疾患の治療におけ
る画期的な進展を意味します。

デュアル作用機序のファーストインクラス治療薬: スパルセンタンは、「ファースト
インクラス」の薬剤であり、アンジオテンシンII受容体拮抗薬（ARB）とエンドセリ
ン-1受容体拮抗薬（ERA）という二つの異なる作用機序を併せ持つユニークな薬剤で
す。アンジオテンシンIIとエンドセリン-1は、腎臓の炎症と線維化に関与する主要な
経路であり、これら二つを同時に阻害することで、FSGSの病態進行を効果的に抑制
し、蛋白尿を減少させることが期待されます。

承認を裏付けた臨床試験データ: この承認は、375人の患者を対象にスパルセンタン
と既存の標準治療薬であるイルベサルタンを比較した第3相DUPLEX試験のデータに
基づいています。この試験結果は、スパルセンタンが蛋白尿の有意な減少をもたら
し、FSGS患者の腎機能保護に貢献する可能性を示しました。スパルセンタンは、既
にIgA腎症（IgAN）に対しても迅速承認後、完全承認を取得しており、両疾患に対す
る唯一の非免疫抑制性治療薬となっています。



影響と展望：希少腎疾患治療の新たな地平

スパルセンタンのFSGSに対するFDA承認は、この希少で重篤な腎疾患に苦しむ患者にと
って、長年待ち望まれていた治療選択肢を提供します。米国にはFSGSおよびIgA腎症で
10万人以上の患者がいるとされており、この薬剤は彼らの生命予後と生活の質を大きく
改善する可能性を秘めています。この承認は、希少疾患に対する研究開発の重要性を再
認識させるとともに、デュアル作用機序を持つ薬剤が複雑な病態を持つ疾患に対して有
効なアプローチとなり得ることを示しています。今後、スパルセンタンが臨床現場で広
く活用され、より多くのFSGS患者の希望となることが期待されます。

元記事: https://www.ajmc.com/view/fda-approves-issues-crl-for-sparsentan-for-focal-segmental-
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